
香
川
県
議
会
の
海
外
視
察

を
巡
り
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
香

川
が
16
年
８
月
か
ら
17
年
６

月
ま
で
に
行
っ
た
海
外
視
察
、

計
４
回
に
つ
い
て
の
旅
費
な

ど
の
返
還
を
求
め
た
裁
判

（
２
０
１
７
年
11
月
提
訴
）

の
判
決
が
24
日
、
高
松
地
裁

で
あ
り
ま
し
た
。

天
野
智
子
裁
判
長
は
返
還

を
求
め
ら
れ
た
20
人
の
議
員

（
当
時
含
む
）
全
員
に
、
一

部
な
い
し
は
全
額
の
返
還
を

命
じ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
、
ス

イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
視
察

は
全
額
の
返
還
を
求
め
ま
し

た
。対

象
に
な
っ
た
海
外
視
察

は
、
17
年
６
月
の
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
方
面
や
、

16
年
９
月
の
南
米
へ
の
行
事

参
加
な
ど
で
、
特
に
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
方
面
へ

の
視
察
で
は
視
察
中
、
昼
か

ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
姿
や
観
光

す
る
姿
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、

県
民
か
ら
大
き
な
批
判
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

判
決
後
、
光
成
卓
明
弁
護

士
は
、
「
非
常
に
画
期
的
な

判
決
だ
。
ド
イ
ツ
方
面
の
視

察
は
全
面
的
な
返
還
。
全
員

に
何
ら
か
の
返
還
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
画
期
的
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

オ
ン
ブ
ズ
香
川
の
植
田
真

紀
代
表
は
「
議
会
が
議
決
を

し
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
が
通
ら
な
く
な
っ
た
。
視

察
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
方
面
へ
の
視
察
の

返
還
を
共
に
求
め
て
い
た

「
民
主
県
政
を
き
ず
く
会
」

の
明
珍
宗
豊
事
務
局
長
は

「
県
民
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば

返
金
は
当
た
り
で
す
。
税
金

の
在
り
方
を
改
め
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し

た
。同

時
に
知
事
に
求
め
て
い

た
業
務
委
託
料
の
返
還
に
つ

い
て
は
訴
え
を
退
け
ま
し
た
。

香
川
県
議
会
の
海
外
視
察

を
巡
り
、
県
は
７
日
、
控
訴

を
断
念
し
ま
し
た
。

県
は
「
県
議
会
の
判
断
」

と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
香
川
県
議
団

（
樫
昭
二
県
議
団
長
）
は
５

日
に
、
「
判
決
を
重
く
受
け

止
め
、
控
訴
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
緊
急
要
望
」
を
県
に

行
い
「
視
察
の
あ
り
方
そ
の

も
の
の
見
直
し
」
な
ど
も
要

望
し
て
い
ま
し
た
。

オ
ン
ブ
ズ
香
川
の
植
田
真

紀
代
表
は
「
画
期
的
な
判
決

を
確
定
し
た
こ
と
は
評
価
し

た
い
。
一
方
、
（
裁
判
で
争

わ
れ
た
以
外
の
）
海
外
視
察

に
つ
い
て
、
県
議
会
の
中
で

必
要
性
を
含
め
た
議
論
が
必

要
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
ド
イ

ツ
方
面
の
視
察
旅
費
返
還
を

求
め
て
一
緒
に
た
た
か
っ
た

民
主
県
政
を
き
ず
く
会
の
明

珍
宗
豊
事
務
局
長
は
「
画
期

的
で
あ
る
。
公
費
を
使
っ
た

海
外
視
察
の
在
り
方
が
、
鋭

く
問
わ
れ
た
裁
判
で
あ
っ
た

し
、
文
書
通
信
費
や
政
務
活

動
費
な
ど
税
金
の
使
い
方
に

県
民
の
厳
し
い
目
が
向
け
ら

れ
た
結
果
だ
と
思
う
。
県
民

の
会
と
し
て
、
引
き
続
き
チ

エ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

13
年
度
と
18
年
７
月
か
ら

現
在
ま
で
の
政
務
調
査
費
の

う
ち
、
当
時
の
県
議
が
意
見

交
換
会
費
名
目
で
返
還
命
令

が
出
さ
れ
た
こ
と
で
全
額
返

還
に
応
じ
た
こ
と
に
関
し
、

日
本
共
産
党
県
議
団
は
12
月

に
声
明
を
出
し
ま
し
た
。

①
判
決
確
定
を
受
け
て
、
２

０
１
４
年
度
以
降
の
意
見

交
換
会
費
も
す
べ
て
返
還

さ
せ
る
こ
と

②
政
務
活
動
費
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
、
会
派
か
ら
収
支

報
告
の
検
討
、
更
な
る
透

明
性
の
確
保

③
議
会
改
革
検
討
委
員
会
の

開
催
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
「
判
決
後
の
４

月
23
日
に
、
控
訴
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
緊
急
要
望
を
知

事
と
議
長
に
提
出
し
て
い
る
」

こ
と
、
「
意
見
交
換
会
の
支

出
は
公
職
選
挙
法
違
反
の
寄

付
行
為
に
当
た
る
と
質
問
し

て
き
た
」
【
３
面
に
続
く
】
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県
議
会
海
外
視
察
旅
費

高
松
高
裁
が
返
還
命
令

県
が
控
訴
断
念

海外視察 党議員団声明
画期的判決 引き続き中止を

この判決を受けて日本共産党香川

県議団は同日、声明を出しました。

声明は、観光に終始した「ドイツ

方面の視察」に関して「参加した６

人に全額返還を求める判決で全面勝

訴といえる画期的判決。他３件の判

決についても観光部分について返還

を求めるもので、評価できる」とし

ています。

また「党議員団は視察とは名ばか

りの、議員ひとり１００万円以上の

豪華な『観光旅行』に税金を使うべ

きではないと反対し、中止を強く求

めてきた」と改めての中止を求めて

います。

樫昭二団長は「引き続き、海外視

察の中止と視察参加者への旅費の全

額返還を求め、県民への信頼回復と

県民目線に立った議会改革に全力を

尽くしたい」と話しています。

政
務
調
査
費
の
返
還
党
声
明

【
２
面
か
ら
】

こ
と
を
説

明
。
「
今
回
の
控
訴
取
り
下

げ
は
、
政
務
調
査
費
の
透
明

化
を
求
め
る
県
民
世
論
の
勝

利
だ
」
と
し
て
い
ま
す
。

裁
判
の
原
告
「
オ
ン
ブ
ズ

香
川
」
の
植
田
真
紀
代
表
は

「
今
後
も
、
返
還
さ
れ
て
い

な
い
年
度
分
の
返
還
を
求
め

て
頑
張
っ
て
い
く｣

と
語
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
香
川
県
委
員

会
、
県
議
団
、
高
松
市
議
団

な
ど
は
４
日
、
高
松
市
で
街

頭
宣
伝
し
ま
し
た
。

中
谷
浩
一
県
委
員
長
、
白

川
よ
う
子
副
委
員
長
、
田
辺

健
一
地
区
東
部
委
員
長
、
樫

昭
二
、
秋
山
時
貞
県
議
、
岡

田
ま
な
み
、
藤
沢
や
よ
い
高

松
市
議
、
池
野
元
章
市
政
対

策
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
訴
え
、

「
参
院
選
挙
で
新
し
い
政
治

を
作
り
出
す
」
「
憲
法
九
条

改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い

を
」
「
自
助
押
し
付
け
の
冷

た
い
政
治
か
ら
優
し
く
強
い

政
治
を
」
な
ど
と
訴
え
ま
し

た
。中

谷
氏
は
、
党
の
１
０
０

周
年
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済

問
題
で
の
党
の
対
策
を
示
し

な
が
ら
「
党
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
な
ど
新
し
い
提
案
も
行
っ

て
き
た
。
今
年
は
、
み
な
さ

ん
の
意
見
に
応
え
な
が
ら
新

し
い
政
治
の
方
向
を
切
り
開

き
た
い
」
と
、
参
院
選
の
比

例
代
表
に
ひ
そ
う
へ
い
候
補

は
じ
め
５
人
全
員
を
送
り
出

す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

樫
氏
は
、
海
外
視
察
の
裁

判
で
県
議
へ
の
返
金
が
命
じ

ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
「
税

金
の
使
い
方
を
正
す
た
め
頑

張
り
た
い
」
と
決
意
し
ま
し

た
。

香
川
革
新
懇
と
９
条
の
会

か
が
わ
は
６
日
、
高
松
市
で

野
党
共
闘
発
展
の
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
田
辺
健
一

東
部
地
区
委
員
長
、
立
憲
民

主
党
県
連
の
高
田
良
徳
幹
事

長
、
社
民
党
県
連
の
三
野
ハ

ル
子
代
表
、
市
民
派
の
植
田

真
紀
高
松
市
議
、
新
社
会
党

の
井
角
操
県
本
部
委
員
長
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
し
、
「
自
公

政
権
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

は
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
必

要
だ
」
（
植
田
氏
）
な
ど
思

い
を
述
べ
ま
し
た
。

共
産
党
の
田
辺
氏
は
、
憲

法
改
正
論
議
を
け
ん
制
。

「
９
条
の
精
神
が
生
か
さ
れ

る
日
本
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
。
参

院
選
で
野
党
共
闘
で
今
の
政

治
を
変
え
て
い
く
た
め
力
を

合
わ
せ
る
」
と
決
意
し
ま
し

た
。高

田
氏
は
、
共
産
党
創
立

１
０
０
周
年
の
歴
史
や
、
迫

害
に
逢
い
つ
つ
も
民
主
主
義

や
労
働
者
の
権
利
を
掲
げ
た

政
策
を
紹
介
「
今
の
野
党
に

共
通
す
る
ル
ー
ツ
が
あ
る
。

い
ま
は
、
憲
法
も
不
断
の
努

力
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

野
党
一
体
と
な
っ
て
頑
張
る

一
翼
を
担
う
」
と
力
を
こ
め

ま
し
た
。

参
加
し
た
さ
ぬ
き
市
の
男

性
（
66
）
は
「
軍
事
費
削
っ

て
コ
ロ
ナ
対
策
に
力
を
注
げ

る
よ
う
。
参
院
選
で
は
共
闘

で
自
公
政
治
に
審
判
で
き
る

結
果
に
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

香
川
県
原
水
協
は
元
旦
の

１
日
、
初
詣
出
客
が
訪
れ
る

大
窪
寺
で
署
名
行
動
し
ま
し

た
。
原
爆
の
火
の
前
で
行
わ

れ
た
署
名
行
動
は
「
暖
か
な

日
差
し
の
下
で
行
わ
れ
た
」

（
福
井
利
夫
事
務
局
長
）
と

の
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
原
爆
の
火
前
に

訪
れ
た
参
拝
者
に
署
名
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
福
井
事
務

局
長
は
「
署
名
は
、
四
国
は

言
う
に
及
ば
ず
、
北
は
東
京

か
ら
南
は
福
岡
、
鹿
児
島
ま

で
。
大
窪
寺
が
全
国
規
模
の

寺
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
応
じ
た
人
も
、
三
世
代

家
族
か
ら
若
い
カ
ッ
プ
ル
ま

で
様
々
な
方
が
署
名
に
応
じ

て
い
ま
し
た
。
「
原
爆
は
嫌
」

と
親
よ
り
先
に
署
名
に
応
じ

て
く
れ
る
小
学
生
や
、
原
爆

の
火
に
手
を
合
わ
せ
る
女
性

が
署
名
を
快
諾

し
た
り
、
通
り

過
ぎ
た
青
年
が

引
き
返
し
て
応

じ
た
り
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
絆

を
感
じ
ま
し
た
」
と
語
り
ま

す
。
こ
の
日
は
、
１
２
１
人

が
署
名
に
応
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
日
に
は
田
町
商

店
街
前
で
６
・
９
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
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瓦
町
で
新
年
宣
伝

野
党
共
闘
の
発
展
を
革
新
懇

ＪＲ丸亀駅前に、飯

野山（讃岐富士）をモ

チーフにしたイルミネー

ションが登場し、年末

年始のひと時を和ませ

ています。

地元の職業能力開発

大学校が協力し、約１

万５０００個のＬＥＤ

電球を使い、山に雨が

降ったり月が出たりす

る姿を表現しています。

実施する市観光協会

は「年末年始に向けて

毎日の利用者とともに

観光客にも、あかりを

見てもらい、少しでも

心が癒されたら」と話

しています。

２月６日まで午後５

時から１０時。

原
水
協

大
窪
寺
で
元
旦
宣
伝


